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論 文 内 容 の 要 旨 
 
1. 論文の主題 
 本論文は、日本のスタンダード楽曲の事例を調査し、一時的な流行ではなく、曲が長期
間にわたって歌い聴き継がれる現象について、理論化を試みるものである。分析のための
モデルを構築し、分析のための概念を作り、多数の楽曲を分析し一般的な傾向を導くとと
もに、４つの楽曲について詳細なケーススタディを行い、日本におけるスタンダード楽曲
の成立について、解明しようとしている。主なディシプリンは社会学であるが、対象は音
楽現象であり音楽学の領域にも踏み込んだ学際的な研究である。 
 
２．論文の構成 
 まず序章では、本研究の背景、目的、研究の意義が示されている。第 1 章と第２章では
先行研究のレビューと分析の枠組みが提示される。第１章では、日本におけるスタンダー
ド形成の典型的なパターンが提示される。繰り返し楽曲が使用される機会として、楽譜、
録音物、コンサート／ライブ、放送メディア・インターネットの動画配信サイト、タイア
ップ、カバーが挙げられる。とりわけカバーについては、カバーの歴史が考察されるとと
もに、カバーをめぐる言説も分析されている。第２章では、テレビ番組で取り上げられた
長く歌い聴き継がれてきた楽曲を「曲年齢」「曲履歴」という概念を用いて分析し、ポピュ
ラー音楽は一般にどの程度の期間歌い聴き継がれるのかを明らかにしている。そして、長
く歌い聴き継がれてきた楽曲が一度ヒットした後、どのように使用されているのかを詳細
に分析している。 
第３章から第６章までは、典型的なスタンダード曲４曲のケーススタディである。第 3
章は【ポピュラー】型の事例として「Get Wild」」、第 4 章は【ポピュラー・民俗】型の事
例として「ダンシング・ヒーロー」、第 5 章は【ポピュラー・芸術】型の事例として「翼を
ください」、第 6 章は【ポピュラー・民俗・芸術】型の事例として「島唄」が取り上げられ
る。それぞれの楽曲がどのような「曲履歴」を経て「曲年齢」を積み重ねてきたかが考察
される。 
終章では、以上の詳細なケーススタディを踏まえて、結論を導く。 
 
３．論文の概要 
 
序章 研究の背景と目的 
 研究の背景、意義と目的が示される。 
1920 年代に成立した日本のポピュラー音楽産業は、レコードメディアを中心に、歌手と
楽曲とが強固に結びつく持ち歌制度と新曲発売を中心とするビジネスモデルが支配的な音
楽市場を形成してきた。そこでは、新曲が主に若者により支持され、楽曲が流行した時代
や、その楽曲を持ち歌とするアーティストとともに記憶されていくことになるとされる。 
 これに対して、一度流行した後に、さまざまなアーティストによりカバーされたり、映
像作品の主題歌や挿入歌として使われたり、ＣＭに使われたりすることにより、幅広い世
代に渡って親しまれる楽曲も存在する。1960 年代以降、持ち歌制度が崩れ、楽曲がアーテ
ィストから切り離されて、一人歩きする傾向が出てきた。レコード産業もカバーを積極的
に企画するようになり、音楽関係者の中から、長く歌い聴き継がれる日本版のスタンダー
ド曲を確立しようという動きも出てきたことが指摘される。 
 本研究は、こうした状況を背景として、楽曲がどのような過程を経て長く歌い聴き継が
れるようになるのかを解明することが目的であるとする。楽曲がどのようにしてスタンダ
ード化するのかに、正面から取り組んだ先行研究はこれまでになく、そこに本研究の意義
があるとされる。 
 
第１章 日本における楽曲伝達 
 本章では長期間にわたって歌い聴き継がれる楽曲は、どのように伝達されていくのか、
いくつのかの典型的なパターンとそれらを統合するモデルが示される。 
 音楽学者フィリップ・タグは、20 世紀における音楽のあり様を分析するにあたり、音楽
を民俗音楽、芸術音楽、ポピュラー音楽に分け、「制作と発信」「大量配給」「主な保存と配
給の様式」など、７つの項目別にそれぞれの特徴について論じている。タグの議論、とり
わけ「主な保存と配給の様式」についての検討を経て、長く歌い聴き継がれる楽曲が伝達
されるいくつかの典型的パターンが提示される。楽曲の創作、保存、伝達の三層が設定さ
れ、保存の層と伝達の層の間にさまざまな楽曲の使用実践が位置づけられる。 
 民俗音楽、芸術音楽、ポピュラー音楽は、保存の層でそれぞれ特徴あるメディアにより
保存される。すなわち、民俗音楽は口承により、芸術音楽は楽譜により、ポピュラー音楽
は録音物により保存され、伝達されていく。それぞれの楽曲伝達の典型的パターンは【民
俗】型、【芸術】型、【ポピュラー】型とされる。しかし、現代社会においては、単一の型
ではなく、複数の型が組合される形で伝達されるものを見出すことができる、すなわちポ
ピュラー音楽については、【ポピュラー】型、【ポピュラー・民俗】型、【ポピュラー・芸術】
型、【ポピュラー・民俗・芸術】型という４つの成育過程の類型を見出すことができるとす
る。 
 次いで、楽曲の使用について 楽譜、録音物、コンサート／ライブ、放送メディア・イ
ンターネットの動画配信サイト、タイアップ、カバーの６項目について、それらがどのよ
うなものか、音楽産業やメディアによる具体的な実践を取り上げながら考察する。特にカ
バーは、ポピュラー音楽が長く歌い聴き継がれる上で重要な契機であり、カバーの歴史と
カバーをめぐる言説について詳細に検討される。 
 
第２章 長く歌い聴き継がれてきた楽曲とは何か 
 第２章では、まず、長く歌い聴き継がれてきた楽曲を表す用語の歴史が考察される。特
に「スタンダード」がこれまでどのような意味で使われてきたかが考察される。また、「オ
ールディーズ」、「エバーグリーン」など、隣接概念の検討が行われる。 
 次いで、長く歌い聴き継がれてきた楽曲を分析するために、楽曲を人格化した「曲年齢」
「曲履歴」という概念が導入される。「曲年齢」は曲が発表されてからの年数を意味し、「曲
履歴」は楽曲の初出時からどのように使用され、どのような経歴や文脈を蓄積してきたか
を把握するための概念である。これらの概念を用いて、ポピュラー音楽が一般にどの程度
の期間歌い聴き継がれるのか、どのような使用実践を通して長い間歌い聴き継がれるよう
になるのかを明らかにしようとする。 
 続いて、「日本を代表する楽曲」などのテーマで、テレビ番組制作者が視聴者を対象に行
った大規模な調査を基にした、1981 年から 2016 年までの間に放送された 10 本の音楽番組
を分析対象とし、具体的にどのような楽曲が選ばれているかを考察している。放送された
時期、楽曲選出のための調査方法は異なるが、選ばれた楽曲は「曲年齢」に関しては共通
の傾向を示していることが明らかになった。 
 すなわち、これらの番組でランクインした曲は「曲年齢」が 40 歳までに集中し、世代を
越えるとしてもせいぜい 1 世代であるという傾向が明らかになった。さらに、2015 年に放
送されたテレビ朝日『MUSIC STATION ウルトラ FES「日本人に勇気をくれた世界に誇れる
ニッポンの歌 Best 100」』で紹介された全 100 曲について、「曲履歴」を詳細に分析してい
る。「曲履歴」については、➀初出年、➁音楽メディア収録タイトル数、③初出年のタイア
ップの有無、④初出年以降のタイアップの有無、⑤カバー音源（歌入り／器楽）の有無、
⑥学校教科書掲載の有無、⑦運動部活動における使用の有無、⑧プロスポーツにおける使
用の有無、⑨鉄道会社における使用の有無の９項目について調査している。ここでタイア
ップ（初出年のタイアップ 96 曲、初出年以降のタイアップ 60 曲）やカバーされた楽曲（99
曲）が非常に多いことが明らかになった。それ以外の使用も、さまざまな形が組み合わさ
れている楽曲が多いことが明らかになった。 
 
第３章【ポピュラー】型の事例――「Get Wild」 
 1987 年 4 月に発表された、小室哲哉、宇都宮隆、木根尚登からなる TM NETWORK の「Get 
Wild」を題材に、【ポピュラー型】成育過程を検討している。 
「Get Wild」はアニメ『シティハンター』の主題歌として制作されたタイアップ曲である。
したがって、TM NETWORK の楽曲という顔とアニメソングとしての顔と、二つの顔を持つ。
1987 年の発表時は大規模なプロモーションにより流行したが（シングルチャート 9 位）、
その後は、TM NETWORK の代表曲としてリメイクが続けられるとともに、『シティハンター』
を代表する曲としてアニメや関連作品で繰り返し使用され、ゲーム音楽としても採用され
た。さらに、K ポップの男性グループを含む、他のアーティストによるカバーも盛んに行
なわれた。約 30 年間に、シングルのヒットチャートのトップ 10 に 6 回登場するという長
寿ぶりを見せている。 
「Get Wild」は、ポピュラー音楽の世界で、一度ヒットした作品が、さまざまな形で繰
り返し使用されることにより、「曲履歴」を積み重ね、「曲年齢」を伸ばすことができた典
型的な事例であるとされる。 
 
第４章【ポピュラー・民俗】型の事例――「ダンシング・ヒーロー（Eat you up）」 
1985 年 11 月に発表された荻野目洋子の「ダンシング・ヒーロー（Eat you up）」を題材
に、【ポピュラー・民俗】型成育過程を検討している。 
 「ダンシング・ヒーロー」は、アンジェリーナ・ケイトとアンソニー・ベイカーにより
作詞・作曲され、イギリスのアンジー・ゴールドが歌った「Eat you up」（1985 年）の日
本語によるカバー曲である。1985 年 11 月にアイドル歌手荻野目洋子の 7 枚目のシングル
として発表された。荻野目の代表曲として、ベストアルバムや映像作品、さまざまなコン
ピレーション・アルバムに選曲されるだけでなく、自身によるリメイクも多数発表された。 
一方、「ダンシング・ヒーロー」は、東海地方において「郡上踊り」や「炭鉱節」と並
び、盆踊りレパートリーの定番として親しまれている。伝統芸能としての盆踊りから 1920
年代後半以降のレコード産業により作られた盆踊りを経て、今日までの盆踊り文化の歴史
について概観した後、「ダンシング・ヒーロー」が盆踊り歌として採用されるプロセスを詳
細に記述している。「ダンシング・ヒーロー」がもっとも盛んな岐阜県美濃加茂市の「おん
祭」盆踊り大会のフィールドワークおよび関係するボランティア団体へのインタビューに
より、「ダンシング・ヒーロー」が、民踊団体による組織的な取り組みと、地域ボランティ
ア団体による組織的活動によって支えられていることが明らかにされる。 
今日ポピュラー音楽のヒット曲は、盆踊りの曲として毎年各地で採用されている。「ダ
ンシング・ヒーロー」は、ポピュラー音楽としてヒットした楽曲が、地域の民俗音楽化す
ることで、ある特定の地域で「曲年齢」を伸ばしていく典型的な事例であるとされる。 
 
第５章【ポピュラー・芸術】型の事例――「翼をください」 
1971 年 2 月にレコードとして発表された赤い鳥の「翼をください」を題材に、【ポピュ
ラー・芸術】型成育過程を検討している。 
山上路夫作詞、村井邦彦作曲による「翼をください」は、1970 年 11 月に合歓ポピュラ
ーフェスティバルでフォークグループ赤い鳥により歌われた。翌年、赤い鳥の 4 枚目のシ
ングル「竹田の子守唄／翼をください」として 1971 年 2 月に発売された。「翼をください」
は赤い鳥の代表曲となり、赤い鳥が解散する 1974 年までの間、毎年、音源として市場に供
給された。 
一方「翼をください」は、1973 年に初めて中学生向けの合唱用の教材として学校教育現
場に進出した。当時、学校教育現場ではポピュラー音楽を扱うことに対して否定的な論調
が支配的だったが、しだいに合唱が盛んな学校で歓迎されるようになる。以後、1976 年検
定の高等学校教科書に掲載されて以来、2010 年検定の教科書まで掲載数は小中高合わせて
70 に上った。 
その後、アニメの挿入歌、プロサッカーチームの応援歌、サッカー日本代表チームの応
援歌になった他、数多くのアーティストによりカバーされ、コンピレーション・アルバム
に収録され、さまざまな映像作品での使用が繰り返されている。「上を向いて歩こう」とと
もに日本を代表する楽曲として紹介される機会も多く、応援歌や鎮魂歌として式典で演奏
されることも増えている。最後に「翼をください」がこれほどまでに人々の生活に浸透し、
さまざまな場面で使用可能な楽曲へと成熟した要因のひとつは、40 年以上教科書に掲載さ
れ、学校教育の場で歌い聴き継がれてきたことが指摘される。学校教育がクラシック音楽
と同様にポピュラー音楽を幅広い年代の人々に伝達する場として機能しているのである。 
 
第６章【ポピュラー・民俗・芸術】型の事例――「島唄」  
 1992 年 1 月に THE BOOM により発表された「島唄」を題材に、【ポピュラー・民俗・芸術】
型成育過程を検討している。 
「島唄」は本土出身のバンド The Boom の宮沢和史が作詞・作曲した楽曲である。この
曲がどのような履歴をたどったかを考察する前提として、沖縄関連の音楽の歴史が概観さ
れる。「島唄」が最初に発表された時には、沖縄ポップブームもあり、出会いと別れを歌っ
たラブソングと受けとめられていた。沖縄のコマーシャルにも採用され、ウチナー口（沖
縄の言葉）ヴァージョンも発売されたが、沖縄では、本土出身のミュージシャンが沖縄の
歌を意味する「島唄」というタイトルの楽曲を作り歌うことに対して反発する向きもあっ
た。 
 しかし、2002 年以降、「島唄」が沖縄戦を題材にした楽曲であり、平和への祈りを込め
た歌であることを、宮沢自身が語り始めると、しだいに「平和／反戦の歌」として聴かれ
るようになった。アルゼンチンをはじめ世界各国でカバーされ「国境を超えて愛される歌」
として知られるようになった。1996 年から 2011 年までの間に音楽教科書に 12 回にわた
って掲載され、学校でも歌われるようになった。 
「花～すべての人の心に花を」「涙そうそう」「島唄」と、沖縄に関連した楽曲は、大手
レコード会社から発売されヒットし、その後多数のカバーバージョンが制作され、教科書
に複数回掲載され、民謡の定番曲として唄三線（うたさんしん）のスタイルで親しまれて
いるという共通点があるとする。 
 
終章 結論 
以上のケーススタディを通して、改めて明らかになったこととして、ポピュラー音楽が
長く歌い聴き継がれるには、まず発売時にヒットすることが条件であることが指摘される。
発売時には、レコード会社、大手広告会社、放送メディアらが協力し、大規模なプロモー
ション活動が行われる。しかし、流行する楽曲はごく一部でしかない。一度でもヒットし
た曲は、人々に親しまれる潜在能力を持っているといえるが、それが長く歌い聴き継がれ
るには、様々な方法で繰り返し使用されなければならない。だが、長く歌い継がれるとい
っても、曲年齢が 30 年を超えると徐々に使用されなくなっていく。楽曲にも寿命は存在す
る。楽曲が社会の中で生き延びていくためには、楽曲そのものがもつ潜在能力だけでなく、
楽曲の成熟を促すさまざまな手立てが不可欠であるとされる。 
 論 文 審 査 結 果 の 要 旨 
本論文は、以下のような特徴をもった優れた研究として評価できる。 
 
（１）研究の独創性と新奇性 
本論文は、日本のスタンダード楽曲の事例を調査し、楽曲が長期間にわたって歌い聴き
継がれる現象について理論化を試みるものである。これまで多くのポピュラー音楽研究は、
一時期に流行している音楽を考察の対象にしてきた。流行しているか否かの判断は、主に
レコード・ＣＤの売上に基づく。レコード・ＣＤを購買するのは主に青年層であり、結果
として、ポピュラー音楽研究は若者文化研究と見られる傾向すらあった。 
これに対し、本論文は楽曲じたいを研究対象とし、一時的な流行ではなく世代を越えて
歌われ聴かれる現象に着目し、ポピュラー音楽研究に新たな研究枠組みを提起している。
楽曲がスタンダード化する現象に着目した研究はこれまでになく、独創性がある。とりわ
け、実際に歌い聴き継がれる楽曲の寿命を明らかにしている点、長く歌い聴き継がれてい
る楽曲がどのような過程を経てそのようになったかを詳細なケーススタディを通して明ら
かにしている点は他に類がなく、新奇性という点でも評価できる。 
 
（２）研究フレームの独創性 
 分析のための独創的なモデルと概念を作ったことを評価できる。 
 第一に、スタンダード生成のモデルを作ったことである。楽曲の創作、保存、伝達の三
層を設定した上で、保存の層と伝達の層の間にさまざまな楽曲の使用実践を位置づけたモ
デルは、シンプルではあるが、さまざまな楽曲に適用できる汎用性のあるモデルとなって
いる。 
 第二に、「曲年齢」「曲履歴」という概念である。楽曲を人間の人生になぞらえた「曲年
齢」「曲履歴」という概念は、アーティストと楽曲が強固に結びついた「持ち歌」制度以降
の日本のポピュラー音楽の世界で、楽曲じたいがどのように作られ、どのように使われて
いるかを考察する際に有効である。 
  
（３）文献・資料の丹念な収集と読み込み 
本研究はスタンダード曲の典型４曲のケーススタディを行っている。それぞれのケース
スタディは、あたかも細密画のように、詳細かつ冷静な記述がなされており、説得力のあ
る考察になっている。それは、なによりも徹底的に文献・資料が収集されているからであ
り、雑誌、新聞記事は言うに及ばず、テレビ番組、ラジオ番組に関しても、可能な限りア
ーカイブを利用し、必要な情報が集められている。文献・資料を根気強く検索し収集する
能力、収集した文献・資料を冷静に読み込んでいく能力は十分に評価できる。 
 
（４）緻密なフィールドワーク 
 ケーススタディは、文献・資料の丹念な収集・読み込みだけでなく、地道なインタビュ
ーの積み重ねにより成し遂げられている。とりわけ、「ダンシング・ヒーロー」と「島唄」
の章は、インフォーマントから得られた情報に多くを負っている。「ダンシング・ヒーロー」
の場合は、当該楽曲が盆踊りの歌として定着した美濃加茂市の盆踊り愛好者団体の人々、
「島唄」の場合は、「島唄」のプロデューサー、尼崎在住の沖縄民謡指導者をインフォーマ
ントとしている。インフォーマントから得られた情報は、文献・資料から得られる情報と
慎重に照合され、たんに発言として引用されるだけでなく、状況の俯瞰的把握に活かされ
ている。これらの情報は、柴台氏がインフォーマントと継続的に交流し信頼関係を構築し
ているからこそ得られたものである。インフォーマントと根気強く交流し信頼関係を構築
し、有益な情報を引き出すことができるフィールドワーカーとしての能力は高く評価する
ことができる。 
 
（５）理論とケーススタディの統合 
学術論文としての体裁・形式は整っている。先行研究への目配りも十分なされており、
丹念に検討されている。論文全体として、ポピュラー音楽は長く歌い聴き継がれていると
しても、せいぜい 40 年、1 世代を越える程度までであること、長く歌い聴き継がれるには、
楽曲が何らかの形で使用される仕掛けが必要であることを明らかにしている。「永遠の名
曲」は楽曲じたいの力だけでおのずと長く歌い聴き継がれるのではなく、個人、集団の営
為により、長く歌い聴き継がれるようになることを明らかにした。オリジナリティのある
分析枠組みと、緻密なケーススタディを巧みに絡めながら論じている力量は十分評価でき
る。 
 
（６）学問への寄与 
民俗音楽や芸術音楽はポピュラー音楽よりも相対的に長い寿命をもつ。本研究の成果は、
これらの音楽も、ポピュラー音楽の場合に見られるような、個人や集団の営為があってこ
そ長く愛好されているのではないかということを示唆している。もちろん、ポピュラー音
楽と同じような使用のパターンがあるわけではないだろう。しかし、長い年月にわたり伝
承される民俗音楽や芸術音楽の場合は、それぞれ楽曲が「使用」される独自の仕組みを作
ってきているわけで、たんに楽曲が良かったからだけではない。本研究の成果は、他の音
楽領域において楽曲が長い期間にわたって伝承される仕組みの研究へと誘う。 
全体の中でもとりわけ評価できる部分がある。ひとつは、第１章のカバーの歴史とカバ
ーをめぐる言説についての考察である。カバーの歴史を産業的変遷の中で位置づけて記述
しているのは、貴重な成果である。ケーススタディでは、第６章の「島唄」についての記
述が傑出している。ひとつの楽曲がラブソングから「平和／反戦の歌」へと、社会的文脈
の中で劇的に「成育」していく事例を、詳細なデータに基づいて記述していく力量は高く
評価することができる。 
 
以上の評価は、全体として本論文が十分な水準に達しており、柴台氏が研究者として必
要な条件を備えていることを物語っている。しかし、独創的なテーマに果敢に取り組んで
いるが故に、論考として必ずしも十分ではない、物足りないと感じさせる点もみられる。
若干この点に触れておきたい。 
第一に、楽曲のスタンダード化過程の典型的なパターンを作ってから、それぞれの典型
的なパターンを代表する楽曲についてケーススタディを行い、演繹的に記述するという構
成になっている。ケーススタディを経ての新たな発見については、いくつか指摘されてい
るものの、論文全体のバランスからいって、スタンダード化過程のパターンじたいの限界
も含め、より踏み込んだ議論が必要なのではないか。 
第二に、スタンダードの概念について、さらなる検討が必要なのではないか。例えば、
「世代を越えて長く歌い聴き継がれること」と「パブリックになること」は異なるのでな
いか。「楽曲の成熟」と「楽曲のスタンダード化」とは同じことなのか。 
第三に、【民俗】型、【芸術】型、【ポピュラー】型という分類は、音楽の種類の分類で
あって、分析装置としては、口承、楽譜、録音というメディアの名称を使った方がいいの
ではないか。 
これらの問いは、本論文が出した成果に触発され出てきたものであり、本論文がそれだ
けの内容をもっていることの証でもある。論文を公表する際には、これらの点を検討のう
え修正されることが望ましい。 
 
以上いくつかの課題も指摘したが、本論文は、その内容および形式を総括的に評価する
とき、「専攻分野について研究者として自立して研究活動を行うに必要な高度の研究能力
とその基礎となる豊かな学識を示すに足るもの」という課程博士の合格基準に十分達して
いると判断することができる。また、氏の現時点における研究者としての基本的な能力は、
本博士論文で十分示されていると判断することができる。 
 
